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晶析の実務に必要な情報を収集するため

のバインダーを作成しました。 
晶析装置設計理論は、装置内現象を理解

した上で、晶析装置をスケールアップ（または

スケールダウン）するための基本的な手法を

提供しています。晶析現象を化学工学的に理

解するための代表的なキーワードは次のよう

になります。「過飽和度」「核発生」「成長」「懸

濁密度」「生産速度」「形態」「多形」「攪拌」･･･ 
本手帳にはこれらのキーとなる現象や操作

をまとめて収めるためのインデックスと一部の

情報が綴じられています。 
本手帳は 2005 年 11 月に開催された第 36 回粉体技術専門講座のために作

成され、晶析分科会の会合1毎に、その情報を追加できるようにしたものです。 
晶析分科会で配布している表計算ソフトウエアのアドインソフトも添付されてい

ます。この「晶析アドイン」には、装置設計理論、装置内現象解析、晶析シミュレ

ーションなどが組み込まれていて、表計算ソフトウエア特有の柔軟性と拡張性を

活用し、実務で利用できるようになっています。 
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